
脱炭素先行地域への選定について 

 

１ 趣旨 

上田市が上田電鉄㈱を含む８者との共同で計画提案を行った「脱炭素先行地域」につ

いて、第４回選定結果が令和 5 年 11 月 7 日に環境省から公表され、当市の提案が選定

されたもの。 

 

２ 第 4 回選定の概要 

62 自治体から 54 件の計画提案が出され、以下 12 件を選定（第 1 回から延べ 74 件） 

苫小牧市(北海道) 仙台市(宮城県) つくば市(茨城県) 匝瑳
そうさ

市(千葉県) 

高岡市(富山県) 上田市(長野県) 高山市(岐阜県) 大阪市(大阪府) 

うきは市(福岡県) 長崎市(長崎県) 熊本県 宮古島市(沖縄県) 

※脱炭素先行地域の概要及び第 1 回選定からの状況は別紙 1－１、１－２のとおり 

 

３ 計画の概要 

別紙 2 のとおり 

計画期間：R6～10 年度 

総事業費：約 55.6 億円 

交付金額：約 36.6 億円(交付率原則 2/3) 

 

４ 脱炭素先行地域評価委員会からの講評 

(1) 総合評価 

上田電鉄別所線の経営改善に向けて、自営線マイクログリッドを活用して安価な電

力を供給するとともに、市民向けに上田電鉄別所線を応援する再エネ電気メニュー

を創設する等、市民が脱炭素とともにローカル線維持に貢献し、赤字ローカル線の

存続という全国的に大きな地域課題に対応するモデルとなる提案である点を評価。 

(2) 重点選定モデル(※)としての評価 

【施策間連携】 

上田電鉄別所線の経営改善を目的として、「地域公共交通の活性化及び再生に関す

る法律」に基づき設立された「別所線活性化協議会」の取組も踏まえつつ、市民向

け別所線応援再エネメニューの構築等により、市民参加型で同線の経営改善と脱炭

素の相乗効果が高く期待できることから、高く評価。 

【地域版 GX】 

上田電鉄の架線柱を活用するなど、既存インフラを地域資源として活用した特徴的

な取組であり、自然災害による被災や新型コロナウイルスの影響を受けている上田

電鉄の経営改善・安定化に貢献することが期待できることから、高く評価。 

 

※重点選定モデル：全国津々浦々で地域特性に応じた地方創生やまちづくり、GX に資する

多様な脱炭素先行地域を創出するため、5 つのモデルを設定し、該当する計画提案を高く

評価するもの 
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